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インターネットの普及により、商業で栄えた都市は衰退の一途を辿っている。中心市街地の裏街区には駐車場や空地、空家が多く見られるよう
になった。都市の魅力を持続するために、人間的尺度での都市再生ができないだろうか ? 本研究では、中心市街地の裏街区を中心に再開発が行わ
れるまでの暫定的な土地利用を提案する。“シェア” をテーマとした、まちに市民が参加するための建築空間とビジネスモデルを計画した。

千葉県柏市 柏駅周辺
柏駅周辺は、千葉県有数の商業集積地であり、千葉県北 西部の商業の
中心を担う。音楽の街やサッカーの街とも言われ、様々な顔を持つ。
1970 年代初頭の駅前開発とともに、 日本で初めて駅前広場にペデスト
リアンデッキが導入された。また、柏市では多くの市民団体が活動し
ており、活動の幅は多種多様であることから、活発な市民性がうかが
える。

柏駅周辺が抱える問題
・商業都市の衰退
　インターネットの普及や新路線の開業、
　柏市郊外の大型商業施設の建設など。
・歩行者交通量の偏り
・公共空間の不足
　駅前に緑や公園がほとんどない。公共
　施設は点在しているが、離れていたり
　小さかったりする。
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シェアリングエコノミー：2000 年代後半以降、スマホの普及と同時に
急速に発展した、モノやサービスを共有したり融合しあったりする仕組
みである。シェアリングエコノミーが発展した背景には、イソーシャル
メディア上の評価システムによって、見知らぬ人同士でも信頼し合うこ
とができるようになったことがある。

50 代主婦

20 代学生

40 代独身男性

子育てが終わったので、
空いた時間を利用して、
昔パティシエだった経験
を生かしながら働きたい。

趣味のコーヒーを通じて、
店を経営しながらコーヒー
好きと繋がりたい。

シェア店舗
シェアリングエコノミーの考えを基に、商業都市である柏駅周辺の新し
い商業の形を提案する。普段、柏駅を利用したり駅周辺の商業施設で買
い物をしたりする人が店を営む側となり、まちに参加する機会を設ける
ことが目的である。シェア店舗にして空いている時間に営む体制にする
ことで、店を出すハードルを下げて多くの人がその機会を得られること
が可能である。

一般の人に店舗を貸し出すメリット
普段、消費者側にいる人が実際にお店をだすことで、そのまちへの興
味や愛情が生まれる。それにより、まちを活性化させるためのまちづ
くりのプレーヤーを増やすことに繋がる。

地権者 1

地権者 2

借人

コーディネーター

店の売り上げ

店の売り上げ

賃貸料

土地

ハコ

ハコ

ハコ

ビジネスモデル

（例 . 主婦、学生、高齢者など）

一般人

周辺店舗のオーナー

賃貸料

・ 建物と SNS の管理運営
　SNS での登録会員制度。
　必要があれば面談後、契約となる。
・ 賃貸の割振り、用途のバランス調整
　　　　→エリアの活性化を目指す。
・各店舗の管理と、運営アドバイザー

（ワークショップやパーティ、
 会議などで使用したい場合）

（一時利用）

（長期利用）
常勤なため建物の管理も行う
店舗運営

イベント

飲食または販売スペース
（店舗の飲食スペースの
 不足を補う場合）

貸し出し例（飲食店）

9 2112 16

平日

休日
平日の日中の空いた時間 放課後の時間

休日の過ごし方

大学のサークルで、放
課後にコミュニティカ
フェを営みたい。

暫定的土地利用

連鎖の過程

❶ ❷

❸ ❹

1/５000

本計画は、再開発を待つエリアや暫定的土地利用として駐車場となっ
ているエリアを計画対象とする。まちの魅力を欠く空き地や駐車場を、
埋めるようにして配置していく。再開発が行われるエリアは撤退し、
また別のエリアへと移っていく。このように、廃れていくエリアを活
性化することで、まちの魅力を広範囲且つ持続的に育てていくことを
目的とする。以下、本計画の開発が連鎖していく過程を表す。

まち
ポテンシャル（商業施設・公共施設）
結び目（計画）

まちの持つポテンシャルを繋ぎ、
且つまち全体に活力がいき渡る
ための結び目として計画する。

結びの連鎖

機能のハコ ×1~2
共有のハコ ×2~6

1 ユニット＝結び

周辺の建物との結び道路をまたいだ結び

コミュニティの結び

計画エリア 再開発エリア（仮）1/100000

まちの結び目としての役割

多様な公共空間
→訪問者のコミュニティ

空間の共有・開いた店舗
　→店舗同士のコミュニティ

客と店員の
　　コミュニティ

まち エリアの活性化→まちづくりへの関わり

都市の空白を埋めていくように配置していく。

計画に合意を得られた土地から徐々に広がっていく。
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基本的なハコの寸法

1/200

用途：貸店舗または
 フリースペース
構造 : 鉄骨

用途：キッチン・トイレ・
 倉庫・スタッフルーム
構造 : 鉄骨

共有のハコ 機能のハコ

①1.5 モデュール

ダイアグラム

大きいハコを分割する 0°と 45°の方向に配置する ハコの間に補助空間を設ける

店舗が外へ溢れ出して境界を曖昧にすることで、店
と人、人と人、人とモノの新たな繋がりを目指す。

店舗の多様性

A A A A

AA

B B

C

[1 人に貸した場合 ] [2 人に貸した場合 ] [3 人以上に貸した場合 ]

3 つのハコを繋ぐ 店舗同士の共有空間となる

設計ルール
② 寸法は共有のハコ [3m×6m] または [4.5m×4.5m]、
　 機能のハコ [3m×4.5m] または [3m×3m] とする。

③ 壁は、垂直な軸方向のそれぞれ
の壁を半分以上残す。

④ ハコの中と外の境界を曖昧にするために、
共有のハコに補助空間（土間・ウッドデッキ・
芝）を　設ける。

⑤ ハコの配置は、0°と 45°の方向を
軸に配置する。

⑥ 機能のハコを囲むように共有の
ハコを配置する。

45° ０°

１ユニット=
 機能のハコ×１+
 共有のハコ×2~6
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断面のグラデーション

店舗 フリースペース

静

動

柏駅周辺には公園がな
く、人が座って休める
ようなベンチすらない。
柏を商業の目的だけで
なく、時間を過ごす場
とするためにフリース
ペースを設ける。フリー
スペースは基本的に店
舗として使われていな
いハコとする。

フリースペース
（共有空間）

補助空間は各ハコに設
けられた土間やウッド
デッキ、芝生の空間で
ある。店舗の空間が不
足した時や共用空間と
して使用する。補助空
間は、ハコの中と外を
曖昧にさせると同時
に、公園のような空間
を創出する。

補助空間

断面図・立面図７

ハコ建築のコンセプト

スキップフロア
店舗を通行人の目を引く下の階に配置
して、上へ行くにつれフリースペース
となるよう配置する。フリースペース
へ向かう途中に店舗があることで、販
売促進を目指す。

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

設計に基本的なルールを定めることで、定めたルー
ルを応用した、その土地に合った計画を行うため、
様々な土地での計画を可能とする。
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[3F]

[2F]

[1F]

設計対象敷地
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２

３

４

フリースペース 2F 通路

裏路地（野間土手）沿い 1F 屋外空間
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